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◆既存炉の活用
・連続運転や点検の合理化でますます危険に

◆複合災害時の避難計画
・避難できない現実。住民の意見を聞く場もなし。

◆六ヶ所再処理工場
・ガラス固化で技術的困難…事業者はガラス固化試験を再処理工場
の竣工後に先送りしようと動いている。立入ができない区画（レッドセ
ル）が生じ、耐震安全工事やそのための点検すらできない。

◆使用済燃料の中間貯蔵・乾式貯蔵
・各地の原子炉で行き場がなく、「核のごみ」と化した使用済燃料が
溢れている。「リサイクル可能な有用資源」「一時的に貯蔵」などと
偽って地域に押し付けているだけ。
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